
２０２２年度

「ウクライナ・キーウ（キエフ）京都市民ぐるみ受入支援ネットワーク」

報告書

事 業 名 「ウクライナ・キーウ（キエフ）京都市民ぐるみ受入支援ネットワーク」

期 間 ２０２２年７月５日～２０２３年３月３１日

対 象 ウクライナ避難民

主 催 （公財）京都市国際交流協会、京都市、京都キーウ交流の会

助成機関 機関名：公益財団法人日本財団

URL：https://www.nippon-foundation.or.jp/

実施内容

＜避難者（現時点）＞

７１世帯、７７名【３家族（９名）、大学４６名、日本語学校６名、その他１６名】

※ うちキーウ市出身者及びキーウ市と関係のある方は ４０人

＜支援実績＞

７６世帯、８２名【３家族（９名）、大学４８名、日本語学校６名、その他１９名】

（１）市営住宅入居戸数 ２７戸（２９人） ※今後入居予定なし

（２）既に就労されている方（一時的なアルバイト等含む） ２７名／７７名（本市避難者数）

（３）避難者・避難者の知人等からの相談（７７件）

（４）支援申し出（企業・団体６３件、個人１４８件）

・住宅支援（一時滞在含む）９６件（市外１６件除く）

※別途、市営住宅を約３０戸用意（うち２７戸について入居済もしくは入居決定）

・通訳ボランティア ６３人（ウクライナ語９人、ロシア語４４人、ポーランド語２人、英語１５人）

※複数言語登録されている方がおられるため、内数は合計人数と一致しない。

（５）受入支援寄付金 約４，４７７万円

（寄付金参考１）

・キーウ市支援寄付金額 約９、０２５万円（1／16時点）
うち、５月１３日に約６、０８０万円、

９月１４日に約１、１２３万円を現地に送金済

上記とは別に

・キーウ市立大学支援として、趣旨に賛同いただいた団体の寄付金１００万円を５月３１日に現地へ

送金済

・キーウ市支援寄付金（約４５０万円）を活用し、キーウ市へ防寒対策物資（災害時用毛布５００枚

及びカイロ５，０００個）を提供。

・キーウ市支援寄付金（約１，５００万円）を活用し、キーウ市へ第２回目の防寒対策物資（災害時

用毛布２，０００枚及びカイロ５０，０００個）を提供。



（６）避難者交流会

・第１回

月日 ７月３日（日） 午前１０時～正午

内容 京都府警からの情報提供と茶話会形式による交流会

会場 京都市国際交流会館 特別会議室

対象 ウクライナ人避難者

費用 無料

人数 ３０人

・第２回

月日 ９月２３日（金祝） 午後２時～４時

内容 ハローワークによる就労に関する情報提供と書道体験

会場 京都市国際交流会館 第１・２会議室

対象 ウクライナ人避難者

費用 無料

人数 ３０人

協力 日本書道文化協会、和文化国際交流会



・第３回

月日 １２月１８日（日） 午後３時～６時

内容 年末年始を異国で過ごす避難者が交流できる場を提供することで避難者の生活支援とネットワ

ークづくりにつなげる。

会場 京都市国際交流会館 特別会議室

対象 ウクライナ人避難者

費用 無料

人数 ４０人

・第４回

月日 ３月５日（日） 午前１０時～１２時

内容 大文字ハイキング。ウクライナ人避難者同士の交流を促し、京都の自然や文化に触れていただく

ことでメンタル面のサポートを行う。

会場 大文字（左京区）

対象 ウクライナ人避難者

費用 無料

人数 １３人



※避難者交流会としての開催ではないが広く地域の方々と共有するために次のイベントを開催。

「ＳＴＡＮＤ ＷＩＴＨ ＵＫＲＡＩＮＥ ウクライナに平和を」

ロシア侵攻下にあるウクライナ。在日ウクライナ人コミュニティのメンバーと日本の方々が交流し、

ウクライナの歴史や文化に触れていただくことにより、理解を深る。また現地で物資の調達等を行う

団体や個人を支援するための支援金を募り、（特非）Ｋｒａｉａｎｙに寄付を渡す。

実施期間 ４月３０日（土）～５月１日（日・祝）９：００～１７：００

内 容 日本在住ウクライナ人による講義、写真展、子どもの絵の展示、ワークショップ、絵本の読

み聞かせ、ミニコンサート、ウクライナ人によるパネルディスカッション

会 場 京都市国際交流会館 特別会議室、展示室、キッズスペース

対 象 一般

参 加 費 無料

参加者数 ２,３７６人
募金総額 ４４８,０２４円
主 催 （公財）京都市国際交流協会

共 催 日本在住ウクライナ人コミュニティ、

協 力 京都国際交流合唱団、寺田バレエ・アートスクール

後 援 在日ウクライナ大使館


